
【検討の方向性】
これまで開催してきたグリ下会議においても紹介しているとおり、様々な機関が若者を対象とする施策を展開しているが、ミ
ナミ周辺に集まる、様々な課題や困難を抱える若者に対して、「若者が必要としている施策」となっていない可能性がある。

第７回グリ下会議（R7.2.12）で提示されている、グリ下に集まる若者を対象としたアンケート調査等の結果を参考に
今後の取り組みを検討。
［アンケート結果］
   ★希望する支援内容

１位：宿泊へのニーズ（53.5％）

２位：食べ物へのニーズ（31.5％）

３位：特にない（20.5％）

４位：病院に一緒に行く（11.0％）

アンケート結果を踏まえて、宿泊への支援施策として、福祉局が令和７年度から既存の事業を拡充して、
◆大国町駅周辺に個室を５室確保
◆移動手段がない場合は車での送迎も可能

といった取り組みを行っている。
しかし、食べ物へのニーズに対する本市の支援施策は、ミナミに集まる若者が利用できるようなものは現状では乏しい。

３ 今後の取り組み R7.12.18 第９回グリ下会議資料
【
資
料
３
】

• 認定NPO法人D×Pが運営するユースセンターを利用する若者
（13歳～26歳以上）200名が回答

• R6.7.24～R6.10.12に実施
• 複数回答あり

・ 令和８年度 ミナミに集まる若者に対して、食糧支援を行える取り組みを検討

・ 食糧支援だけにとどまらず、様々な支援へのつなぎも大切

・ 検討にあたっては、こども家庭庁の補助金事業の活用ができないか調整
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